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I由 はじめに          た ―入学前に、当言夕学生やわt護者、 さ らに当時

在籍していた短期大学等にヒヤリングを行うなど

関西学院大学結合政策学部ユニバーサルデザイ  種 々の準備をおこなったものの、その後の経綿を

ン教育研究センターでは、2004年度以降、視聴覚  振 り,Iると、各梅サポートにおいて現場対応に追

に障がいを持つ学生への学習支援を試行してきた  わ れた 2年間だったと言えよう.本 報告ではこれ

(高lF他、2005、2006、印刷中)=2006年度からは、  ら の経緯をベースにして、今後、同様の学■を受

関西学院大学教務諜に設置されたキャンパス自立  け 入れる場合に備えて、各種ノウハウの整理、蓄

支援課と協力しながら、学習支援のスキルの開発  積 を図るとともに、今後の課題を検討するもので

や実践にあたっている.本 報告では、祝党に障が  あ るを

いを持つ学生を対象とした教材の点計(システ2、を

中心に紹介したい.                  I,学 習支援システム整備の経緯

総合政策学部では、2005年度から全盲学生 1名

が学んでいる.受 け入れ当初、今盲学FLへの学   200ャ1年12月に、総合政策学部に2005年度から3

習支援について、ほとんど白紙に近い状態であっ  年 次編入■として全高学生 1名 を受け入れるこ



とが決まったc全 盲学生への対応は、総合政策学

部にとって初めての経験で、ノウハウ等は皆無で

あった。幸いにも、受け入れ決定前の2004年度の

夏のオープンキャンパス時に当該の学生より編入

希望の旨をうかがっていたため、夏季休暇中に教

務担当職員 2名が、全盲学生の受け入れ等学習支

援に積極的に取 り組んでいる同志社大学と京都精

華大学を視察して、必要な機材 ・ソフト、人的サ

ポート体制等についてヒヤリングをおこなった。

さらに、当該学生が当時在籍していた短期大

学へ数回にわたって訪問して、授業内容や学習支

援で使用している機材 ・ソフト等を拝見した.ま

た、授業の担当教員や支援担当職員から直接、授

業や学生生活で注意すべき点等についてお聞きし

た。これらのヒヤリングを参考に、総合政策学部

では2005年度奉学期開始までに、表 1に示すよう

な機材 ・ソフトを購入した。2005年度から聴覚障

がいをもつ学生へのノートテイク制度も本格的

に始動することが決まっていたため、点訳作業も

同様に学生による有償ボランティアをベースとし

て、各種スタッフを統
一的なシステムで募集 ,運
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図1 点 訳スタッフ等の運営システム模式図

営することになった(高畑他、2005)。

2005年2月の時点で、点訳関係については15名

の学生スタッフが募集に応じた。その一方で、作

業室等の準備が遅れたため、2005年度春学期開始

前に履修が既に決定している授業について教材の

表1 購 入した機材 ・ソフト類

申し込み
寺

くサポートの種類>
aノートテイク
bビデオ学率付け
c対面朗読・テープ録音
d点釈(スキャナー読み込み、校正)
eガイド・構内ヘルプ

サポートを
受ける学生

教
材
提
出

教員  →

//十
~下~＼
＼
＼~~~~/

機材

点字プリンタ ム
ロ

スキャナ ム
０

フレイフレノート* ム
申

ソフト

EXTRA ver4(点 訳ソフト) 3本

点字編集システム3 3本

点図エディタ(フリーソフト)

ブレイルスキャン(点字塁訳ソフト) 1本

E Typist(ocRソ フト) 2本

」AWS(英 語用読み上げソフト) 2本

95 Reader(日 本語用言売み上げソフト) 1】ト

HP Reader(日 本語用読み上げソフト) 3本

*:利 用学生がノート代わ'サに使用する点字専用携帯PC

自立支援課

管理・登録

仕事振り分け等

ML(ノートテイク)

ML(点訳)
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図2 点 訳作業の流れ

原稿 ・作業工程の流れ

*原稿は各授業担当者からキャンパス自立支援課に届き、データはPc内の 「∨olunteer」フィルダに、

紙原稿は 「新しいレジュメ・校正中」の箱にそれぞれあらかじめ移動。
|

原稿データの流れ

|

紙原稿の流れ

時間剖口作業工程表
(壁にR占ってある)

*次 の授業、明日の授業の資料の

準備ができてしヽるか確認

′///  Yes 純
―
―
―
ヤ

/
*キ ャンバス自立支援課スタッフ

に急ぎの点訳作業があるか確調

新しいレジAメ ロ

ン ノ
4

(共有フォルタなのてとのPC

からでも作業ができる)

点訳校正

翻 桂 ン Y e s

(181にある)
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点訳を始めた当初は、春季休暇中で空いている教

室での作業を余儀なくされた。2005年4月以降は、

2004年に総合政策学部に特定プロジェクト研究セ

ンターとして設置された「ユニバーサルデザイン

教育研究センターJの部屋を使用することとなっ

たが、常駐する職員や教員がいないため、大学院

生 2～ 3名 を有償で雇用し、午前 ・午後の交代制

で勤務体制を整えた。

2006年度 4月 には、関西学院大学教務課の下に

キャンパス自立支援課(以下、自立支援課)が設置

され、総合政策学部と理工学部を持つ神戸:=田

キャンパスに職員 2名が常駐するコーディネータ

室がおかれた。これ以降、点訳システムの機器類

を自立支援課コーデイネータ室に移動させて、自

立支援課と総合政策学部の協力の下に各種の学習

支援を進めることになった.

皿口実際の点訳作業

lll-1.学生スタッフの連絡システム

区11は、学生スタッフを中心とした点訳作業の

運営 ・連絡システムの模式図である.学 生スタッ

フは、募集時に支援分野について希望を聴き、各

業務に害Jり当てた.基 本的には3つ のグループ、

]聴 覚障がいを持つ学生を教室で支援するノート

テイカー(高畑他、2005、2006)、(21聴覚障がいを

持つ学生への支援のためのビデオ字幕付けスタッ

フ(高畑他、印刷中)、そしてCI点訳スタッフに分

けられるc

相互の連絡 はぃmalに よるMぶ止ng hst(以下、

MLと 略称 )を 用 いることとして、 ノー トテ イ

カー、ビデオ字幕付けスタッフ、点訳スタッフ用

にそれぞれMLを 整備 した(高畑他、2006も参照)c

MLの 具体的な使用目的は、G事 務室からの運

絡・作業依頼、②サポート利用学生(障がい学生)

からの作業依頼・連絡、0学 生スタッフ同士の連

絡 ・情報交換 ・意兄交換、こ第二者からの意見提

供である.

lll-2.点訳作業の流れ

図 2は 、点訳作業全体の流れを示す模式図で

ある(Appendixの点訳マニュアルの正-1～ 2も

参照).ま ず、学期開始前に、利用学生が履修予

定の授業について、担当教員から使用予定の教

科書あるいはレジュメ等を提出していただく.原

稿1紙媒体)の場合、スキャナで読みとり、デジタ

ル ・データ化する.そ のデータをさらに点訳ソ

フトのEXTRAを 用いて点訳 ・校正した後、点字

プリンタで印刷して、利用学生に手渡す.デ ジタ

ル ・データで受け取った場合は、スキャナによる

作業が不要で、そのまま点訳サポート用のPCに

データを入力する.PCの ハードディスクには共

有フォルダを設けて、その中に授業ごとにフォル

ダに分けてデータを管理する.

この流れでとくに重要なのは、複数のスタッ

フによる共同作業のため、各教材の作業進行

状況のチェックと作業の引き継 ぎを確実にお

こなう必要がある点だ(点訳マニュアルのⅡ―

3)こそれぞれのスタッフは作業開始時に、利用

学生の履1ケ千1日についての時間割 ・作業工程表

を確認して、次の寝業分の点訳ができているか

チェックしなければならない.こ のため、授業

ごとに作業の引縦ぎ書を作 り、校正途中の原稿

等は引縦ぎ内容を必ず記入することとしたcと

くに資料の校正については、綿密なチェックが

必要であった。このため点訳ソフトによる変換

では、実なるスタッフによって 2回 校正をおこ

なうことで、ダブルチェックした。

なお、これらの一連の作業には予想外の時間を

要することが多かった。点訳による学習支援を効

率的におこなうためには、授業のかなり以前の段

階、とくに学期開始前の休暇中に、履修が決定し
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ている課目の教科書等について′点訳を進めておく

ことが何よりも肝要である.授 業開始後も、教員

からの各種の配布資料については、できるだけ早

期に提出するようにお願いしている。また、資料

は可能な限り紙媒体を避けて、デジタル・データ

での提出を要望している.

皿-3.点 字について

点字は、縦 3点 、横 2列 の凸点の組み合わせに

よる 6点 によって、 1カ ラム(1文 字)を構成する

文字である(図 3)。 この単位を本報告では「カラ

ムJと呼ぶことにする(肖山、2002等では「マス」lt

パリの訓盲院教貞であったルイ ・ブライユが1825

年、夜間の信号用暗号を参考に考案 したもので、

ブライユの死後の]854年にフランスで公式文字と

にメて認められた (当111、2002).

点字の各点には名

称が あ り、た すJの

3点 を上か ら「この

点」、「2の 点J、「13

の点J、右す」の 3点

を同じく上から「
+11

の点J、「●|の点J、「F‐

の点Jと呼ぶ.横 言

きで、左から右に凸

図3 点 字の構成

日本語を表記する文字としての特徴として、‐I

漠字がな く、すべて「かなJに よる表者文字であ

る(当111、2002)12長音を表す「うJは「―J、「私

は・・・Jと述べる時の助詞「はJは「わJになる等、

通常の「かな」とはやゃ異なる特殊な表記をする.

E漢字を用いないため、理解しやすいように、文

節ごとにスペースを入れる(分かち書き)c Ci63組

み合わせの情報しかないので、「数字」や「アルファ

ベツトJは「かな文字Jと重複せざるを得ない.こ

のため、「数字」では「数符」を、アルファベットで

は「外字符」、「外国語引用符J、「大文字待」等を前

に置くことでそれぞれ区別する.こ のほか、●桁

数が多い場合の数値の表記、箇条書き、新孤の扱

い等様々な点に注意を払わなければならない.さ

らに、こ実際の印吊けでは、ベージや見出しのレ

イアウトが重要で、点訳マニュアル配-2～ 4に

記したようなルールを定める必要がある=ま た、

利用学生と相談の上で、1回人を対象としたロー

カル・ルールを作る場合もある(点訳マニュアル

Ⅲ). したがって、利用学生と学生スタッフ、そ

して対応教職貝間で絶えず情報を交わす相互コ

ミュニケーションが欠かせない.

ところで、受け入れ当時もそして 2年 を経た

現在でも、結合政策学部には指で点字を読解で

きる者は一人もいないのが現実であるここのた

め作業は、点訳の読めない .専門知識のない一

般の職員や学部生 ・院生でもできるサポート方

法をとった=こ のシステムは、「点訳Jという翻

訳部分はソフトに任せた tiで、校正等を綿密に

おこなうことで「わかりやすい点訳Jになるよう

に、ソフトの弱点(漠字の読み間違い等)を校正

したり、レイアウトを整え、原稿の構成に手を

加える等の作業を学生スタッフが担当するとい

うものであった(区12を参HH).

④

①

①

①

②

①
|

一 ― |

点を読む.

ブライユは26 = 6 4の組み合わせのうち、すべて

の点がない場合を除く63組み合わせを配ダJして、

アルファベット・数字 ・句読符 ・楽譜寺を定め

た(当山、20 0 2 ) c日本語では、東京盲唖学校

教員の石川合次がブライユの点字を基本に、か

な文字にあわせた点字を翻案したtこ の点字が

18 9 0年に採用された後、符号やかな遣いの変遷

等を経て、今日に至っている。なお、点訳作業

では、通常の文字を(点字に対 して)「墨字(すみ

じ)Jと呼んでいる.
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正-4.点 訳ソフ トによる作業について

図 2に 示す ように、紙媒体のデ
ータはスキャ

ナ とOCRソ フ トによるデジタル ・データ化を維

るため、作業 はかな り煩雑であったと同時に、

校正 ミスが生 じる危険性 も高い. ■ 方、デブ

タル ・データの場合には、そのまま点訳 ソフ ト

(EXTRA for Windo、vs ver4)で変換できるので、

便利であった (マニュアルのⅡ
-1).

実際 の作業 で は、EXTRAを た ちJiげ る と3

分割 された画面が表示 される(図 4)=画 面のメ

ニューバーにある「フアイルJの中の「インポ
ー ト」

をクリックして、 目 的のフアイルを指定すると、

読み込みと同時に点訳処理がおこなわれる。その

結果、 3つ の画面に、上から
十]十読み込んだ塁字の

データ(書式なし)、2墨 字を分かち書きにした点

訳用の文書データ、そして0点 字が表示されるこ

校正では、 ]の 文章を元原稿と比較 して、修正
・

削除・補足するtついで、2の文章で分かち書き

の道否や、単語の途中での改行の有無等を確認・

言丁正する.

次に、画面上のページレイアウ トをもとに、片

山r印刷か両面白↓吊Jかを決定する=前 者の場合は点

午1レイヤの行数を22行、後者の場合は18行に設定

する. 1行 あた i)は3 2カラムと決まっている.さ

らに、 ごの点字データ画面で、単語の途中での改

行等を確認 '訂正する.表等もこの画面でレイア

ウ トを詞桂する=校 正が終われば、ファイル名を

付けて保存する=そ して、プリンタを設定 して、

印刷する(マニュアル 1ヽ参照)i

図4 EXTRAの 作業画面
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Ill-5.図 表について

簡単 な図や グラフは、点図エデ ィク(Brぶue

Figure)で作成 した。なお、ブ リンタの機種に

よっては、さらに便利な点図作成ソフトが利用で

きる場合がある。文字も入力できるのでわかりや

すいが、複雑な図の作成は困増:である.さ らに

図があまりに巨大になる場合は、授業中でのfrt

いが難 しくなるので、点図エデ イタで作成 した

図を張 り合せるのは 4枚 まで決めている.

一
方、通常の授業で使用する図やグラフは点

図エディタでは作成が困難である.写 真について

も、適切な作図方法はない.し たがって、1幻やグ

ラフは、基本的に文章で説明することになるi

なお、授業中にサポー トしてくれる学生がいる

場合、
い
レーズライター

Ⅲ
という薄紙にボールベン

でひっかいて、立体的に浮き上がることで区1形を

示す紙を使用することもあるi訂:でも速記でき、

分か り易いが、文字 (点字)を入れることができな

い.ま た、写真については、十ポー トする学生が

回頭で説明する方法をとることもあった.

表についても課題が多い=表 2に 示すように、

各セルにllk記号を付け、そのセル毎に書かれた内

容を別途文章でi比明するため、多大な時間と千

間を要 した.ま た、横長の表の場合、 し ばしば

紙をはみ出す結果となり、友記に苦労 したt

V.考 察

V-1,点 訳について

これまで述べてきたように、総合政策学部でお

こなってきた点訳による学習支援システムは、点

字を読める者がまったく存在しない状態で、十分

な準備期間もなく、手探りで進めてきたものであ

る.点 字が読めない学生スタッフ(教職員も同様

だが)に対しては、点訳マニュアル(Appendix)を

もとに、点年の基本的な成り立ち、「墨字と(点字

と比較して一般の文字をこう呼ぶ)と点字の情報

伝達の表し方の違いなどをコーディネーターが説

Rllし、「見えない人に見えている1青報を伝えるに

は、 と
｀
う表したら良いか ?」を念頭において、作

業を行ってもらった1学 生スタッフは、これま

で点字をlrtぅ全盲学化と関わりを持つこと白体

がほとんど稀で、こうした自党を持つこともまず

ない: したがって、 まず、「盲者はどんな風にクト

界からのⅢJ放を認知 ・理解しているのか ?Jとい

う感覚を理解することが重要になってくる. ム方

で、利用学生に渡す点字が来たして道切に翻訳さ

れたものかどうか、loo%の 保証を約束すること

ができなかったことも認めなければいけないi

このように「′1+手が全く読めない」という状態で

のサポートには、学生 ・教職員スタッフにとって

不安が残り、望ましいことではない=こ の対策と

しては、現行総合政策学部で開講されている要約

筆記と手話の養成講庄とともに、点字の養成講Fに

による学生スタッフの充実、さらには点字がわか

る教職員スタッフの採用等も必要となってくるだ

ろう.そ の一方で、現行システムは、全盲学生の

履修授業(週20コマ)教材すべてを基本的に点訳す

ることを日的に、企画的に点訳ソフトに使存しな

がらも、I点 字を読めない者でもすぐにできる、

ヨ量がこなせる、ど継統サポート可能な作業負担

であった、 という点で現実的な対応だった、 と評

表2 表 を文章化する場合のセルの仮番号

A B C

1 B-1 C-1

B-2 C-2

3 B-3 C-3

4 B-4 C-4
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価できるかもしれない

V-21解 決すべき課題

この 2年 間の活動を通じて、様々な課題が浮

かび上がってきている。それを順不動にならべ

ると、まず大きな課題として(1)(ノートテイク

あるいは手話でもそうだが)我々学習支援スタッ

フも含めて、点字(あるいは手話等)についての基

礎矢日識があまりに乏しt こヽとがあげられる。つま

り、視聴覚障がいを持つ方々が育んできた(相対

的には圧倒的にマイノリテイであるが、少なから

ぬ人々が使用している)点字 ・子話文化等への理

解、共感こそがまず求められるものであろう.そ

れはある意味で、異文化体験、異文化コミュニ

ケーションであり、そしてそれは無意識のうちの

マジョリテイ(=こ の文章の読者の大半を占める

だろう健常者)に自省を迫るものでなければなら

ない。この意味では、現在、開講している要約

筆記 ・手話講座について、少数のサポ
ートスタッ

フ養成という当初の目的を越えて人権教育も含め

て、よリー般性をもつものとして位置づけるべき

かもしれない。(2)さ らに具体的には、点訳等で

も埋められない多くの情報落とが存在しているc

例えば、図も立体コピーは費用や時間的に制約が

大きい。こうした情報を簡単に、かつ安価に提

供できる工夫が必要であろう。同様に、グラフや

表も表現が難しい。これらの課題については、特

に今後情報機器 ・ソフト等の発展を期待するもの

である。(3)我々がまったく白紙の状態から出発

した現状を考えると(これも聴覚障がいを持つ学

生への学習支援と同様だが)、ノウハウ等の蓄積、

とくに多様な授業形態や学生からのニ
ーズにあわ

せた支援方法のノウハウを蓄積するセンター的存

在(それはおそらく単一の大学のレベルを超えた、

地域コンソーシアム的なもの)が必要になってく

る。とくに、すべての学習支援を通じて痛感して

いるのは、専F月家の不足であり、各種の支援に通

じたスタッフの育成+支援システムの確立こそ、

たとえば社会福祉系の学部、あるいは学校教育に

携わる学部、さらには情報系学部 ・学科に期待さ

'■ることではなかろうか.
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Appendix

点訳マニュアル (2006年度秋学期用 ;内容の一部は省略あるいは改編)

I.キ ャンパス自立支援課の部屋の構成 ・決まりごと(略)

I,点 訳サポー トの流れ・決まりごと

田-1.配 布資料の入手(キャンパス自立支援課)

1.授 業担当者から配布資料をデジタル・データ、もしくは紙環体でキャンパス自立支援課が入手します.

2,デ ジタル ・データの場合は、点訳サポート用のPCに 移動します. Fヽ01unteerという共有フォルダに

は2006年度利用学生の履修している各授業名のフォルダがあり、それぞれデータを入れておきます.

3.配 布資料原稿(紙媒体)は、キャンパス自立支援課の「新しいレジュメ・校正中Jの箱に入れておきます.

正-2.点 訳の流れ(サポー トスタッフ用)

].キ ャンパス自立支援課に入ったら、デスクトップのPCを たちあげ、IDとバスワードでログィンし

ます。

2.PCの 前の壁に貼ってある「Aさ ん(2006年度利用学生の1反名)時間害」。作業工程表Jを見て、次の授

業分の点訳ができているか、必ず確認をして下さい,

3.作 業工程表内のたに「OJが あれば資料があることを示しますf点 訳の校工は 2回、別の人が行な

うようにして下さい(授業に間に合いそうにない時は 1同 の校正でよい).校 正 ・印刷をしたら、

そのチェック欄に自分の名前を記入して下さい.印 刷までできてぃない場合は、「新しいレジュ

メ・校正中Jの箱の中に原稿があるはずなので、続きの校iにをして下さい(具体的な校正方法はN.

EXTRAで の点訳作業の流れを参照)i

4.印 刷を終えたら、よ枚ずつL7Jり離し、ホッチキスでス:緩じにするか、縦で縦じて ドさい.

5.授 業名や資料名を点訳の一番上に必ず記入して下さい.

6.119号 宝(UD教 育研究センター)の棚にある授業ごとの箱に入れて 下さい.

ア.点 訳 ・校正 ・印l刷の終了したデータ及び原稿データは、共有 ドライブの「0特別対応授業準備Jフォ

ルダ内の「Aさ ん06秋J内の各授業名フォルダヘ移動して下さい.

8.校 正は済んだが、印刷が済んでいないファイルは共有ドライブの「校正済みJフォルダヘ入れておい

て下さい.印 刷が済んだら7の作業(各授業名フォルダヘ移動)をして下さい.

9.点 訳を終えた紙原稿は、「印刷済み」の箱に入れて下さい.

I-3.引 継ぎのノー ト

1,授 業ごとに作業の引継ぎ書があります。授業ごとに、 1つ のファイルに仕切られています.校 正途

中のものがあれば、引継ぎ内容を書いて作業を終えて下さい(このノートをもとに作業の引継ぎを

するので、必ず記入 L″て下さい).
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皿B点 訳校正の注意(Aさんサポー ト用の回一カル ・ルールも含む)

皿-1.点 字の基本構成

1,点 字は、6点で 1カラム(1文字|を構成します(図3を参照)「

2.文 字の全角 ・半角の区別はありません「

3.点 字は、 も ともとアルファベットから発明されたものです.英 語の点年は、 1ア ルファベット1カ

ラムで表す「Grade l Jと、頻繁に使用する単語を略字化した「Grade 2 Jがあります.一 般的に大学

で学ぶレベルの人は後者を修得していますtAさ んも後者を使用しています.

4.数 年、英語、英語の大文字を表すには、文節の初めにそれらを表す記号が入ります.し たがって、

基本的に6つの点で日本語、数字、英語、大文字、小文字を表すことになります。

5,日 本語点年には、漢字がありません.従 って、すべてひらがな(カタカナ)で表記します。しかも、

音で表記するため、長音を表す「う」は「
一」、「私はJの「はJは「わ」、「そこへJのTへどは「えJなどと特

殊な表記をします.

6.ま た、読みやすいように文節ごとにスペースを入れますが、これを「分かち書きJと呼びます=

Ill-2.印刷 ・見出しレイアウト

1.基 本的に、文章は両面印刷、図表は片面で印刷します.ペ
ージレイアウトについては、両面時は18行

に、片面時は22行に設定します。

2.授 業名、日付の入れ方ですが、

一行日 :8カ ラム空けて授業名を入れます.

二行丹 i8カ ラム空けて日付を入れてから、同じ行に2カ ラ2、空けて授業回数を入れますc

三行目 !原本のベージ(数字だけでPは不要です=複 数になる場合「1～ 2Jというように記入します).

匹1行日 !ここからルールにそって兄出しや本文に入ります=

注意)EXTRAで は、点字のベージ数は自動的にへ ′ダ
ーに入るように設定されています.

3.タ イトルのレイアウトですが、

大見出し(タイトル)i8カ ラム空けます.

中見出し(章):6カ ラム空けます.

小見出し t4カ ラム空けます.

4.(点 字画面で)兄出し(タイトル)が二行に渡る時は、最初の行より1カ ラム下げて続けて下さい。

大見出し :8カ ラム空けてタイトルを入れ、2行 日にかかる時は9カ ラム空けて続けて下さい.

中見出し :6カ ラム空けてタイトルを入れ、2行 日にかかる時は7カ ラム空けて続けて下さいc

注意)大 見出し、中見出しと続く場合、それぞれの間に 1行のスペ
ースは必要ありません.

皿-3.ペ ージの付け方

1.原 本のベージ表示については、 2枚 日からデ
ータのベージ数は、通常必ず 2カラム空けて一番左上に

入れて下さい(途中には入れない).数 字だけで十分で「P」は不要です=複 数になる場合は、「1～ 2」

と記入して下さい。
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原本がパワーポ イン トの場合は、ベージを左上に入れるのはもちろんの事ですが、途中ページが代

わる毎 に 1行 空け、その次の行の文頭か ら 2カ ラ2、4け て、数字のみ記入して下 さい,次 の本文 と

の問は ]行 空けな くてもか まいません (なお、ベージとページの問は 1行 空けて下 さい)=

Ill-4.笛条書き・下線 ・記号等

文頭に来る宙条書きの括弧r)については、以下のようにして下さい_な お、二は 1カラムをあら

わします.

英語の場合は括弧の前後に1カラ2、空けて 下さい.

例 il l ) A b c d e→ = ( 1 )百 A b c d e

日本語の場合は括弧の前後に2カラフ、空けて下さい|

″U!(1)あ いうえお →  IE(1)ご TIあ いうえお

文中の1)に関しては、と1本語も英語t)括弧前のスベースは不要ですが、開じ析弧の後には ]カ ラ

2、が必要です(分かち書きの関係で自然に人る1. しかし、閉じ括弧の後に1をJ、「|■、:でJのよう

な助詞がきた場合はスベースは入れずに続けて下さい.

例 iあいうえお()を、かきくけこ →  あ いうえお||を、=:かきく|十こ

文頭にくる中点(・)は不要です.■ に使われている例としては、簡条書きの際に文頭にlllいられる

事が多いのですが、2カ ラム空けてL rFをそろえておけは、宙条吉きだとわかるのでイく要です

例 i,あ いうえお →  ■ |¬あいうえお

文頭など値F条書 きのコロンli )やセ ミコロン|

例 t T A S I ( 1 1 A b G d cの ような場合は、

下線は,夫まり記号に置き換力_て下さt■  →

ヤ! 1 )あい立 お → あt 丁ヽ( 1「うと | =お

1

倒 2)ユ
｀
生笠_理allarCtt in丘)rnl lssuedぃ

ic(ェ
吐 is上主直u上

A                 B     c

一
 回 百 十A ' 1｀ h e  i n a n a g c l、 二十: l i n k ) r i n二 i s s u e d i = I 1 3「 、、千c e k l主 |と こ: i s T  I C  l l G l p R l l J l .と す る

皿-5.図 表等の場合

まず、表のタイトルの番号にハイフンがある場合は点字ではアンダーバーを用いて下さい!そ れか

ら、表 2に示すように、各セルに仮記けをイ」けて、そのセル毎に書かれた内容を別途文章で|'3明し

て 卜さい.

図 ・グラフ ・写真などの場合ですが、

1'図`グラフ '写真などは内容によっては、文章で説Prlすることになります

1 2 1簡単なlKl及びグラフは、 レーズライターを用いると誰でも迷記できるし、分かり易いのですが、

文字(点字)を入れることができません(レーズライターとは、薄紙にボールベンでひっかくと

ひっかいたところが立体的に,54き上がることで図形を示すもの).

F簡単な田及びグラフは点図エディタ十Bra i n c  F i g u r c十で作成すると、文字もjlb入できてわかりや

ワ

3.

4,

1 .

〔|は不要で→‐

| !」|工だヽ要なとン

1  1 l i己ケ ニ1 1 ~

とする
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すいようです.

注意)点 図エデイタで作成したものに関して、張 り合せ可能ベージは合計 4枚 までとする.

参考)プ ロに頼むと立体コピーで作成してくれますが、経費がかなり高 くなります (1枚 数千円).

3.線 の使い分けですが、以下のように打つと線の表記になります.

実線   う ううううううううう

点線  あ あああああああああ

中大線 れ れれれれれれれれれ

大線  め めめめめめめめめめ

Ⅱ-6.校 正上の注意

1.提 出されたデータやスキャンしたデータは、原文のレイアウト上、文章に改行が入っていますが、

校正時は削除し、意味の区切りの良いところで、改行しなおして 下さい.

2.単 語の途中で改行しないで ドさい.

3.日 本語は、特に漢字の読み方に間違いがあるので、注意して下さい.特 に人名に関しては読み方の

チェックを必ずおこなって下さい.わ からないものは必ず自分で調べるか、キャンパス自立支援諜

スタッフヘ確認することをお願いします.そ の場でわからない専門用語等は、各担当教員へ問い合

わせをおこないます。

4,英 語で、ハイフンで改行して続けである単語は、ハイフンを削除してつなげて下さい.

5.ロ ーマ数字は、英語と同じ表記でわかりにくいので、文章の内容に差し支えなければアラビア数字

に変えて下さい。

6.2重 括弧など特殊な記号は、意味上で支障なければ、削除したり、括弧や違う文字に変えて下さい

(2重括弧等は4カ ラム、特殊記号は6カ ラム等と不要にスペースをとるため|.

7.英 語の点字も墨字と同じく「.J(カンマ)の後は 1スペース開けますが、「
'」
(アポストロフィー)の後

や「,J(カンマ)、「J(ピリオド)の前にスペースを開けないで下さい(EXTRAで は文章をインポート

した時にスペースが挿入される場合があるので、必ず削除するように注意して下さい)i

注意)下 線、大字、イタリックなどを示す点字は存在しますが、6点入力ができないと打てません―ま

た、挿入するには点字が読めないとできないので、間違いを避けるため使用していません.

V.分 かち書きに関するルール

1.自 立語の前は区切り、付属語は前に続けて下さい.仮 名点字では、意味を把握しやすいように、適当

な所でスベースを入れて文章を区切って下さい。基本的には、「ねJとか「さJを入れて、自然な文章に

なるようにしてください。また、「ね」等の衛所をスペースにして下さい.

例)「 学期末の試験はあと1週間に迫ったJは下記のように読んで、(イa)のところをスペースにする.

→「がっきまつの(イa)しけんわ(オa)あと(イa)1し ゅ―かんごに(ね)せまった(んだよ)」

参考)「と」を接続詞として使う時は、自立語なので区切る。

伊J)「あたりわ しずまりかえった。と、とつぜん・・・J
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2.自 立語内部に自立可能な成分があれば区切って下さい(「自立語内部の切れ続きJという)。基本的に、2

拍以下の語は続け、 3拍 以上の語は区切ります.但 し、漢字2文字の語は2拍でも区切るものが多い

ようですc

例)「 総理大臣」→「そ―り だ いじんJ

「都市国家」→「とし こ っかJ

注)「 総理府:「副総理」などは区切らない.

例外)「総理府令」→「そ一りふ れ い」

Vロ デジタル ・データの受け渡しにおける注意事項

資料の量があまりにも膨大な時は、点字で印吊Jしたものは持ち運びにくいので、デジタル ・データで

渡します。BESと いう点字ファイル形式にすると、ブレイルメモで読めるので大変便利ですこ

V-1.BES形 式にするには

1.原 稿のデータがないときはOCRで 読み取 り、校正します.

2.EXTRAを 立ち上げ、原稿データをインポートします.

3,卜1本語の場合は、漢年の間違いがないか確認しますt

4.レ イアウトを整えます.

b`フ ァイルからブルダウンし、エクスポートを押します.

6.保 存ファイルの形式を聞いてくるので、BESを 選択し、 「ヽ171unteerの共有フォルダ内の該当する授

業科日のフォルダヘ保存しますt

注意)資 料の量が膨大だったり、時間がなく、やむを得ないときは3と 4の工程を省略して下さい.

注意 2)テキストデータで渡して、音声読み_上げソフトで読み上げることも可能です.し かし、日本語の

場合は読み間違えなどが多くなり、正確には伝わらないというデメリットがあります.

V-2.フ レイルメモのデータを墨字にする方法

授業内試験の解答 ・アンケートなどを提出する時に、この作業が発生する場合があります。

1.点 字プリンタにつながっているPCをadministratorのパスワードで立ち上げます.

2.利 用学生のブレイルメモを立ち上げ、通信スピードを9600に設定してもらう.

3.利 用学生のブレイルメモとPCを 9ピ ンクロスケーブルでつなぎます。

4.PCの スタートメニューからBMTERhlIのアイコンをクリックします(接続できていればデータ受信、

送信等の選択画面が表示される.通 信不良ならエラーメッセージがでる)。

5.受 信をクリックすると、ブレイルメモの中の情報がすべて見ることができます(番号順、あいうえ

お順に並んでいる).

6.受 信するファイルデータをクリックして下さい。

7.保 存の場所、保存ファイル形式を聞いてくるので、とりあえずVolunteerの共有フォルダ内にBES

形式で名前をつけて保存して下さい.
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8.BMTERMの 画面はここで終了して、閉じます(ケーブルもはずしてかまいません).

9.BESを 立ち とげ、保存したファイルを開きます.こ の際、開く形式を環境か、フアイルか聞かれる

ので環境を選んで下さい.

10,フ ァイルが開かれ、点字のみが現れますfこ こでI「4キーを押すとカタカナ墨字が併記されます.

英語の場合は、ShrtttF4を押すと英語に変換されます.

11,利 用学生にファイル内容に間違いがないか、文章がすべて受信されているか確認して下さい(最初

と最後の数行の文章を読み合わせる).

12.閉 じる時は必ず上書き保存して下さい=こ の時点で利用学生は教気を退出してかまいませんt

13,英 語の場合は名前をつけて、保存からテキスト形式で保存します.WOrdを 開き、保存したテキス

トファイルを開け、体裁を警えます=

14.Wordの プリンタの設定をクリックし、プリンタ名をCanOn LASER SHOT LBP‐3210にします.

15.日 本語の場合は一度BESフ ァイルを閉じ、ブレイルスキャンを立ち上げ、BESフ ァイルを開きます.

16.テ キス ト編集をクリックして「漢字に変換」、「スペースをとるJをクリックします.

17.漢字の間違いがないか文章の前後から判断し、明らかにわかる場合は訂正して下さい.不 明確な場

合はひらがなのままおいておきます。

18.フ ァイルからプルダウンし、「墨字テキストで保存Jをクリックし、名前をつけて、 「ヽ01unteerの共

有フォルダ内に保存します.

19.Wordを 立ち上げ、保存したテキストファイルを開き体裁を整え、プリントアウトします(印刷設定

画面のプリンタ名を14と同じに設定する).

Ⅵ口EXTRAで の点訳作業の流れ

Ⅵ-1.紙 媒体のデータの点訳

1,OCRソ フトのe Typもtを立ち上げ、スキャナで文書原稿を取 り込み、テキストデータに変換し、テ

キスト形式で名前を付けて保存します=

2.点 訳ソフトのEXTRA br Windows ver 4をたち上げます.図 4に表示されている3分害Jされた画

面が表示されます6

3.画 面上のメニューバーファィルの中の「インポートJをクリックし(もしくはインポー トアイコンを

クリック)、先ほど名前を付けて保存したファイルを指定します.デ ータが読み込まれ、読み込み

と同時に点訳処理がされますc目 的とするファイル名が見当たらない場合は、「ファイルの種類Jが

保存したファイルの形式になっていないことがあるので、切 り替えます.

4.画 面上に、読み込んだデータ(書式なし)、点字用の文書データ(分かち書き)、点字が上から順に表示

されます(図4)。 ]番上のインポートしたデータを元原稿と比較し、不要な部分を削除したり補足し

ながら、文字化けや単語の途中で改行されていないかを確認し、間違いがあればそこで訂正します。

注意)点 訳の場合は情報のみが必要です。文字飾りやレイアウトされていると、かえってわかりにく

い場合がありますので、それらを考慮しながら校正、変更して下さい。

5.日 本語の場合は、真ん中の画面の点字用データで、漢字の読みが間違っていないか、単語の途中で
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改行されていないか、分かち書きがあっているかを確認 し、間違いがあればそこで訂正します.

6 次 に、画面上のメニューバー設定の中のベージレイアウ トをクリックし、原稿の内容によって片面

印刷か両面印刷かを判断します.点 宇レイヤの行数を片rn~の場合は22行、両面の場合は18行に設定

して下さい.な お、1行 あたり32カラムと決まっています (図4).

7.1番 下の点字データ画面で、単語の途中で改行されていないかを確認 し、間違いがあればそこで訂

正 して 下さい.表 などはここでレイアウトを調整しますt

8.技 正が全て終わったら、名前を付けて保存 して下さい(これらのデータは 3つ とも同時に、 1つ の

ファイルとして保存されます.拡 張子はcxf).

9.点 字専用の用紙をブリンタに設定します1設 定後プリンタの電源を入れて下さい.な お、用紙設定

の時は必ず電源を切って 下さい.

10.画 面上のメニューバーファィルの中の「点字印刷設定」をクリックし、片面印刷か同面印刷かを選択

して下さいtこ のとき、プリンタの機fIFが「DogヽイultiJ、ブリンタ名が「GeneHc,Text Onl卜rJと設

定されているか確認して下さい(稀に変わっていることがあります■ 用紙のサイズやベージレイア

ウ トは設定済みなので、ここでは変える必要あ りません1片両22行32カラム、両面18行32カラム).

11.フ ァイルの中の点字印刷をクリックし、必要なページを印|ドJして下さい‐

12.両 面印刷の場合は、まず奇数ベージだけが印刷され、その後裏面に偶独ベージが印刷されます.用

紙は手で裏返さなければなりません!そ の時も必ずブリンタの電源をL/Jって ドさいi

V-2.電 子データの点訳

EXTRA for WindOws vcl‐!は、 下記のフアイル形式をサポー トしているので、点訳はデータをイン

ボー トして、ふf-1.紙 娯体のデータの点訳の 2か らと1可じ作業でできます|ファイル形式は告略|.

Ⅵ-3t OCR作 業の流れ(省略)

Ⅶ.点 訳スタッフとしての守秘義務等

Ⅶ-1.守 秘義務

点訳スタッフは、翻訳者と同様、業務の過程において知り得た情報を第二者に漏らしてはいけない

という守秘義務が課せられています. とくに、学生のプライバシーの問題にかかわることで、業務中に

和ったことについて漏らしてはいけません!

Ⅶ-2.著 作権

者作権法の関係で、点訳の元原稿、原稿データ、点訳データをサポート室の外に持ち出したり、ス

タツフが個人的に保有することは、コピーも含めてできません.


